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Abstract

In this study relationships betu-een physique, ph)-sical 6tness and motor abilities of
college students (3,311 men and 2,698 women), 18 20 -vears old, Il'ere observed by statisti'
cally analyzing the data collected bv the Ministrr- of Education in 1972. The total of 16

measured items. which were included in the Sport Test authorized b! the Ministry of Edu-

cation. consisted of 4 variables in phvsique. T in phr-sical fitness and 5 in motor abilit-v.

1. Thirteen bodily tfpes were arraled from the physique adresses which were derived
frofi 7x7 combiDations of height and \reight, and then according to each of these bodil]
t-vpes mean values of physical ftness and motor abilit-v $ere compared. It was found that
the relationships betrveen phisique. phlsical fitness and inotor ability were valid and that
for males the seventh bodill tvpe had the highest mean values and for fenrales the fourth,
6fth and sixth were the three *hich had the highest mean values- Therefore. from this
result. it may be concluded that when evaluation is to be made on students' motor abilit!
their bodily types must tr considered.

2. Multiple regression equations were formulated with ph,vsique. physical littfless al1d

motor ability, in which multiple correlation coefficients and net contributions of predictors

to criterion were examined. This procedures made possible to clarif) several higher cor'

relations between measured items and also' to some extent, the structunl relationships

among variables.
3. lt is the present author's belief that these results obtained may be applied to the

simulated research in physical education and that they may provide foundational statistical

facts for the improvement of physical fitness and motor ability in the teaching of physical

education. [Proceedings of Department of Physcal Education, College of General Fjucation'

University of Tokyo, No. 8 47 71, I97ll
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I 研究目的および方法

本研究は,文部省が昭和47年に実施した「 スボ

ーツテス トJに よる全国調査資料
1)の

うち18 19

20歳の大学生男女の資料を用いて2),(1)身
長と

体重の組み合わせか ら構成する「体格番地Jお よ

び「体格類型Jに より, どのような体格の位置に

あるものあるいはどのような体つきを しているも

のがスポーツテス トにおいて統計的に有利な値を

示しているかとい う,体格と体力 運jJj能 力の間

にみ られる関係を考察 し,(2)次いで重●1帰分析を

通 して,体格 4変量と体力 運動能力との関係 ,

および体格 体力 運動能力相互の関係を分析しよ

うとするものである これ らを明 らかにすること

は,特に大学生をも含めた体育指導の場において

従来比較的顧慮されることの少なかった体力や運

動能力の評価ということを考えていく上て, どの

ような評価を行なうことがその本人の運動意欲の

向上や適切な努力日標の設定および運動実施に培

っていくかとい う問題に具体的に結びつく手かか

りを与え得るものとして重要な問題であると考え

られる。

さらに,以上の如き分析をすすめるにあたって

の基礎的な分析として,使用した資料が全種 日に

わたって測定値のそろっている18～ 20歳の大学生

であるため,は じめに全種 目にわたって測定値の

そろっている資料とどれか 1種 目あるいは 2種 目

以上測定値の欠けている資料とを群別して,各種

目について両資料群の平均値を比較検討 し,採用

した資料の特性を明らかにした

|ス ポーツテス トJの種 目は,体格として身長

体重 胸囲 座高の 4種 目,「体力診 断 テス トJ

として反復横とび 垂直とび 背筋力 握力 伏

臥上体そ らし 立位体前屈 踏台昇降運動の 7種

目,「運動能カテス ト」 として 50m走 走巾と

び ハンドボール投げ 懸垂 持久走 (男子151Xl

m走  女子 llX10m走 )の 5種 目,合計 16種 目

である 本研究においても「スポーツラス トJに
用いている体力 運動能力の呼び方にしたがって

前 7種 目を体カテス ト,後 5種を運動能カテス ト

と呼び,論をすすめていくことにする

「体格番地Jお ょび「体格類型Jの構成は,基本

的に水野の構成原理うに依拠 して お り,「体格番

地Jは身長および体重をそれぞれの平均値を中心

にその標準偏差を用いて,身長および体重の段階

区分を行ないそれを組み合わせたものであ り,「体

格類型Jはその組み合わせしつ ち同 じ意味をもつ

ものF・l士を集めたものである 水り1は 身長 体重

の各 5段階区分 (1標準 lF3差の11)に よっている

が,本研究ではそれぞれ大か ら小までの 7→ 1の

7段階区分 (2/8標準偏差の巾)を行なって,それを

組み合わせた 7× 7すなわち49fflの 体格の位置を

示 したものを「体格番地Jと し,それ らの番地につ

いて対角線の方向で斜めにそれぞれ寄せてきてで

きる13の段階が「体格類型Jである それは具体

的には身長と体重の段階差の同 じもの同士を 1つ

に集めたものであり,身長 体重段階の相応 してい

る番地 l・l士を集めて体格類型 7,身長に比 して体

重の 1段階低い番地同士 (し たがって類型 7よ り

細め)を集めて類型 6, 2段 l・1低い番地同士を集

めて類型 5, このように して身長に比 して体重の

6段階低い (最 も|(い )番地を類型 1と し,反対に

身長に比 して体重の 1段階上廻っている番地同士

(し たがって類型 7よ り体重のつきがよい)を集

めて類型 8, 2階階優っている番地同士を集めて

類型 9,こ のようにして体重の 6段階優っている

(最 も優っている)番地を類型13と するものであ

り,すなわち身長一体重の相応 した類型 7を真中

にしていわゆるヒヨロ長型の類型 1か らいわゆる

ズングリ型の類型13ま で統計的に体つきを13個に

分類 したものである。

‖ 結果および考察

1 スポーッテス ト16種 日の平均値および標準

偏差

(1)表 1 表 2は昭和47年度実施の文部省調査

「スポーッテス ト.16種 目の平均値および標準偏

差であ り,18～ 20歳の年齢段階ごとに16種 目全項

目にわたって測定値のそろっている資料をA群と

し,どれか 1種 目あるいは 2種 日以上測定値の欠

けている資料をB群 として,Att B群 別に平均

値および標準偏差を算出したものである.図 1は

それ らの F`均値を,18～ 20歳の年齢をコミにした

全合計の平均ll■ 標準偏差を基準として,Tス コア
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衰 1 スポーツテスト種日別年齢別平均値および標準偏差 (男 子)
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28 4
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28 3
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28 4
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注)A群 は全種目にわたって測定値がそろっているものであり,B群は 1種 日以上測定値欠を含むものである。
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表 2 スポーッテスト種目別年齢別平均値および標準偏差 (女子)

年齢
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大学生の体格体方の統計的分析

に変換して比較したものである 表 3は性 年齢

別のAtt B群間の t検定の結果お よび年齢間

の t検定の結果を示したもの であ る。本研究に

おいては,測定値の全部そろっている資料を年齢

をコミにして体格番地別および体格類型別体力

運動能力の比較や多変量解析に用いるため,こ こ

では,全種目測定値のそろっている資料とそうで

ない資料との関係,次いでA群同士の年齢間にみ

られる関係についてはじめに考察する

まず体格の 4種 目についてA群とB群を比較す

ると男子では体重 胸囲は測定値のそろっている

A群 より測定値欠を含む群の方が各年齢とも高い

平均値を示しており, したがって年齢をコミにし

た全体のAtt B群の比較でも体重 胸囲におい

て有意な差がみられた 女子では男子の傾向とは

逆に,身長 体重 胸囲 座高とも各年齢共通し

てA群の方がB群より優る傾向がみられ,年齢を

コミにした全体のAtt B群間の比較では胸囲を

除いた身長 体重 座高において有意な差がみら

れた

次に体カテス ト種日についてA群とB群とを比

較してみると,男子は18歳の年齢では立位体前屈

においてA群よりB群の方が高い値を示しその差

が有意でありその他の種日でもA群に比してB群

の方が劣るという傾向はみられないが,19歳 2Kl

歳になるとA群の方がB群よりも全体的にみて優

位な値を示す種目が多く,なかでも握力 背筋力

反復横とび 踏台昇降運動において有意な差がみ

られる。このA群の方がB群に比して優る傾向は

女子では一層強くみられ,伏臥上体そらし以外の

種日はほとんどの年齢で有意な差がみられ,こ こ

でも握力 背筋力それに垂直とびにおいて顕著で

あった。運動能力種目についてみると,男子では

2tl歳の持久走でA群の方がB群より優っているは

かは18・ 1920歳を通じてそれはど一定した傾向は

みられない。女子においては18歳ではいずれの種

日でもA群・B群間に右意差はみられないが,19
・203お よび年齢をコミにした全体ではすべてA
群の方がBよ りも明らかに高い値を示している.

すなわち測定値の全部そろっているA群と測定

値を含むB群との比較を全体的にみると,体格は

男子では身長には差がないが体重および胸囲にお

いてB群の方がA群よりも優り,女子では逆に身

長においても体重においてもA群の方がB群 より

も優っておりしたがって胸囲 座高においても同

様の傾向を示し,次いで体力 運動能カテス ト種目

は女子ではA群の方がB群よりもともに高い値を

顕著に示す種目が多く,男子も体カテス ト種日で

はA群の方がB群より優る傾向がみられるが,運

動能力種日では両群FRlに有意差はみられずそれは

ど一定した傾向は認められなかった。この事実は

本研究におけるように全種目測定値のそろってい

るA群の資料を使用して分析を行なおうとするさ

いには,それとAB両群を合わせた資料を使用す

る場合と比較してB群の方の人数がはるかに少な

いので各平均値にそれはど影響はみられないとは

いえ,注意しておく必要があるものと考える.

② さらに測定値の16種 目全部そろっているA
群について種目ごとに各年齢の平均値間にどのよ

うな相違があるかをみると,体格では身長は男女

とも年齢による相違はみられず男子では 1690～

169 1Cmの小さな変域 に, 女子 で は 1565～

156 8Cmの 変域にとどまっているが, 体重は男

女とも年齢の上昇に伴なって増加する傾向がみら

れ,男子では 18歳 と19 211歳 の間に有意な差が

みられる.こ の傾向は胸囲には一層強くみられ,

男子では各年齢間に,女子では18-"歳の間に有

意な差がみられる。体カテス ト種日でも背筋力

握力は男女とも年齢の上昇とともに上昇し18歳と

19歳 20歳の間に有意な差がなられる。 しかし反

復横とびおよび垂直とびでは逆に男女ともに18歳

の方が20歳 よりも高い値を示している。伏臥上体

そらし立位体前属では男子は横ばい傾向であるが

女子は18歳に比して19歳 211歳 の方が劣る傾向い

みられる.踏台昇降運動では男子は横ばい傾向が

みられ,女子は逆に刀歳で高い値を示している.

運動能カテ
^卜

種日の年齢間の比較では男子は 5

種目を通 じてそれはど一定した傾向はみられずど

の平均値間にも有意差は認められないが,女子は

男子とは傾向を異にし,懸垂が横ばい傾向を示し

ているはかは18歳から211歳へと下降する傾斜がな

られ,なかでも 50m走・走巾とび 持久走の18

歳と19歳あるいは

"歳
の間に有意な差がみられ

る.
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身長および体重の 7段階区分限界値

1           2            3
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女

身

体

身

体

長 (CIl)

重 (lg)

長 (Cm)

重 (kg)

160 50

48   26

148 69

42 02

α_5ん S)

163 91

52 65

151 86

45 65

(マーS)

167 32

57 03

155 03

49 27

170 32

61 43

158 20
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161 37      164 54

56 51       60 13
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５２

５６

２８

２‐

６７

２４

３２

３５

２０

５

２

子

7

6

5

4

3

2

1

合 計

7

6

5

4

3

2

1

合 計

5

4

37

61

114

114

21

356

1

15

23

52

101

66

26

284

8

34

89

160

204

116

43

654

30

63

181

240

279

74

12

879

21

71

134

177

179

60

6

648

38

70

171

155

100

26

4

564

合 計

170

305

673

775

900

395

93

3311

134

284

557

650

652

306

115

2698

1

2

10

15

59

51

36

174

布 (18～ 20歳合計)

44

91

216

207

134

21

2

715

34

76

112

76

48

5

351

42

61

92

74

36

5

1

311

48

46

38

24

10

2

1

169

1

13

12

27

31

35

119

以上の事実を要約すると,18歳～20歳の年齢と

体格・体力・運動能力との関係を要約すると,男女

とも身長は年齢が上昇しても横ばい状態を示すが

体重および胸囲は年齢の上昇に比例して上昇の傾

向を示し,筋力的能力である握力 背筋力も同様

に上昇しているが,垂直とび 反復横とびでは18

歳に比して20歳の方が劣る傾向を示し,運動能力

5種目では男子は横ばい傾向であるが女子は男子

とは異なって懸垂を除いては年齢の上昇と反比例

して平均値が低下する傾向が認められるのである

2 体格番地および体格類型と体力運動能力

0)体格番地

体格番地の構成は身長および体重をそれぞれ大

から小まで7段階に区分してそれらを組み合わせ

たものであるが,具体的には全種目測定値のそろ

っているA群について年齢をコミにした全体の身

長・体重の平均値 標準偏差である男子 169 0Cm・

5 1Cmぉ ょび 52 9kg 6 6kg,女 子 156 6Cm

4 8Cmぉ ょび 51 lkg 5 4kgを 用いて,表
4に示すように,それぞれ平均値が 7段階の真中

である段階 4の中央に位置するようにして,2ノ3標

準偏差の中で段階区分して組み合わせたものであ

る。

表 5は年齢をコミにしたA群全体についての体

54

女



大学生の体格体方の統計的分析

格番地別人数分布である.ま ず各合計の行および

合計の列すなわち身長7段階別の人数分布および

体重 7段階別の人数分布をみると,男女ともそれ

ぞれ段階 3 4 5の 人数が多く,中央から両端

に離れるにしたがって人数の分布が少なくなって

いる。 そこでこれらを組み合わせた体格番地別

人数分布をみると,それぞれの体格番地を身長―

体重の順で呼ぶことにして,1-1,2-2,3-3,
4-4,… …,7-7と いう身長と体重との段階の相応

している番地を中心にしてその上下に人数の最も

多く集中する傾向が明らかであり,身長と体重と

の間の段階差が大きい番地にいくにしたがって人

数の分布も少なくなり,特に 1-7,1-6,2-7の

ように身長に比して体重のつきの 5～ 6段階も高

い番地辺,お よび逆に 7-1,7-2,6-1の よう

に身長に比して体重の 5～ 6段階も劣る番地辺に

おいては極めてわずかな人数しか分布 していな

い.

0)身長段階別および体重段階別体力 運動能

力

次にこのような人数分布を持つ体格番地につい

て番地ごとの体力 運動能力平均値をみていくわ

けであるが,その前にまず,身長と体重を組み合

わせる前の身長 7段階別の体力 運動能力平均値

および体重 7段階別の体力 運動能力平均値を比

較し,身長と体力 運動能力および体重と体力運

動能力の関係をみておく.表 6の種日ごとの平均

値の行によって身長7段階別に体力 運動能力平

均値をみると,男女とも,反復横とび 垂直とび

背筋力 ‐握力は相似た傾向をもち,身長段階の上

昇に伴なってはぼ直線的に上昇し,段階 1と 段階

7と ではT一スコアで反復横とびにおいては 5～

6点,垂直とびにおいては男子10点 女子 7点 ,

背筋力は8～ 9点,握力は10～ 11点の開きがみら

れる。伏臥上体そらしは男子では身長の上昇に伴

ってわずかな上昇傾向を示すが,女子ではT―ス

コアで9点 もの明らかな上昇を示す.立位前屈

踏台昇降運動は男女ともはぼ横ばい状態を示す。

運動能力平均値についてみると図 2の とおり,男

女とも共通して,走巾とびおよびハンドボール投

げは身長段階の上昇に比してはぼ直線的に上昇し

ており (段階 1と 段階 7の間 は T―スコアで8～

10点),50m走は段階 6で最も高い値を示しそれ

より段階の低いところl■ ど平均値も低下する.持

久走は男女ともほぼ横ばい状態を示し,懸垂は男

女とも段階の上昇に反比例して下降する (段階 1

と段階 7の間はT―スコアで6～ 8点 ).

同様に体重 7段階別体力 運動能力平均値の変

動をみると,男子では反復横とびおよび垂直とび

は段階 5ま では体重の上昇に伴なってゆるやかに

上昇するが,段階 5を山としてそれより段階の高

いところでは下降する傾向がみられる。

女子では男子に比して段階の高いところでもそ

れはどはっきりした下降傾向はみられない.握力

背筋力は身長段階別でみたときと同様に男女と

も体重段階の上昇に伴なって直線的に上昇しその

勾配は大きい 特に握力では男子は段階 1の408
kgか ら段階 7の 49 4 kgへ と 8 6kg,T― スコ

アで13点の上昇を示しているし,女子では同じく

26 0 kgか ら 33 5 kgへ と 7 5kg,T―スコアで

17点 もの大きな上昇がみられる.伏臥上体そらし

立位体前屈はわずかながら上昇するが,男子では

段階 7で下降する傾向がみられる 踏台昇降運動

は男女とも横ばいの傾向を示す.ハ ンドボール投

げは図 3に示すように体重段階の上昇に伴なって

ほぼ直線的に上昇しており (男子の段階 7では下

降傾向),懸垂は逆に段階の上昇に反比例して下

降し,その他の 50m走 走巾とび 持久走は男

子では体重段階 5,女子では体重段階4 5辺で

最も高くなる山型を示し,それより段階の高いと

ころでも下降する そしてこの山型の傾向は男子

の方が女子に比して体力 運動能力を通じてより

顕著にあらわれている.

13)体格番地別体力 運動能力

そこで身長と体重を組み合わせた体格番地別に

体力 運動能力平均値を考察する。ここではそれ

ぞれFnlじひとつの身長段階のなかで体重の段階の

高低によって体力・運動能力平均値にどのような

変動がみられるか,すなわち同じ身長では体重の

どの程度のところが体力や運動能力にとって有利

であるかという点に注目していくつかの種日につ

いてみてみる。まず男子の垂直とびについてみる

と,さ きに身長段階別のみでみたときにはほぼ直

線的に上昇し体重段階別でみたときには上昇しな
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図 2 身長 7段階別運動能力平均値 (T― スコア)

園 3 体重段階別運動能力平均値 (T―スコア)

がらも段階 5で最も有利となる山型を示していた

が,いま身長段階ごとにみると身長の低いところ

ではそれよりも2段階位体重のつきのよい番地で

有利となる山型を示し,身長段階の中ぐらいから

それより段階の高いところではそれと相応した体

重段階の番地辺で有利となる山型を示している。

したがって身長段階 7では番地 7-1か ら身長体

重の相応した番地 7-7へ直線的に上昇しスコア

で11点の開きがみられる.女子の垂直とびでは男

子に比して山型が弱まりそれぞれ体重段階の低い

方へ広がっていく傾向がみられる.背筋力および

握力はさきに身長段階別のみでみても体重段階

'1のみでみてもほぼ直線的な上昇をみたが, ここで

も男女とも身長段階ごとにみて体重段階の上昇に

伴なってほぼ直線的に上昇しているのがみ られ

る.次に体カテス ト7種 目をT一スコアに変換し

て平均を出しこれを体力得点としてその平均値を

みると,男女ともそれぞれ垂直とびでみられる傾

向とはぼ同様であるが身長段階の高いところでは

上昇勾配がゆるやかとなっている.運動能力種目

の男子511m走についてみると,身長段階2では横ば

い状態を示し,身長段階 3～ 5ではそれと相応する

体重段階の番地辺で有利となる山型を示し,体重

段階の最も高いところでは大きく下降する。それ

より身長段階の高い6,特に 7の段階では体重の

段階の高い方が有利である.この傾向は走巾とび

においても19Xlm走においてもはぼ同様であるが

身長段階3～ 6で体重段階の最も高いところでの下
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大学生の体格体方析の計続分的

表 6-1 体格番地り1体 力 運動能力平均値
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7

6
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翼亜獲鷲彊疑罰嗣
37 6  39 3  42 6  42 8  41 5  41 6

41 4  40 9  40 3  42 1  43 3  43 6  41 9

41 2  39 3  39 8  42 0  41 9  42 1  43 9  41 6

38 8  39 4  41 0  41 5  42 2  42 3  43 5  41 5

40 2  39 1  40 1  41 9  42 5  43 9  44 0  41 0

38 8  39 2  41 0  41 2  42 9  42 0  40 5  40 6

53 7  58 2  59 1  60 4  61 3  61 7  65 0  60 4‐

59 4  59 0  60 2  59 4  59 7  62 6  58 4  59 8

55 1  58 6  58 5  57 6  59 8  57 4  58 5  58 0

55 2  58 2  56 6  59 8  60 0              57 0

56 6  58 4  59 2  59 5  60 7  61 8  62 7  59 9

38 6  38 5  41 4  37 7  40 0 39 6

39 3  39 2  40 5  41 4  42 2  42 7  43 2  41 3

筋

力

伏
臥
上
体
そ
ら
し

114 0 135 6 139 6 141 0 147 1

132 0 136 0 138 6 136 9 145 1 149 1

134 1 135 2 134 1 138 7 143 5 142 9

131 1 135 4 134 8 133 2 133 3 132 1

126 0 124 0 130 2 127 6 127 6 129 7

118 2 119 8 121 4 119 9 124 6 119 0

114 6 116 9 120 4 111 2 126 5

122 6 125 3 130 1 131 7 137 0 140 1

40 4  49 0  46 1  49 2  52 0

45 5  50 5  47 3  46 9  49 8  51 3

46 3  46 2  46 9  47 1  48 0  49 :

43 2  46 2  45 6  45 6  46 3  46 6

44 2  42 9  45 0  44 9  44 3  46 4

40 7  41 9  41 2  41 5  43 4  42 0

39 2  42 1  41 9  41 0  43 0

42 1  43 5  44 6  45 4  47 0  48 9

87 1  90 9  93 1  96 6  94 0  93 6

86 4  86 8  89 1  92 3  90 1  92 1  90 0

77 1  87 8  85 0  89 6  89 2  86 6  91 7  88 0

83 7 82 6 84 0 84 3 86 3 85 3 844 847

83 2  82 5  82 8  81 8  82 1  80 0  76 0  82 2

76 7  77 9  80 2  78 2  77 3  76 4  88 0  78 7

149 4 143

143 2 143

140 3 140

136 9 133

126 4 127

151 5 120

116

142 2 132

70 8  72 6  75 1  75 8  81 0 73 5

77 7  81 2  82 7  84 8  87 2  87 4  90 2  84 6

51 0 49 4

48 8  49 2

49 9  47 8

45 4  45 9

44 2  44 6

43 0  41 5

40 8

48 9  45 7

32 8  31 3  34 1  34 7  32 8  33 5

30 3  29 6  31 5  31 9  32 2  32 6  31 5

29 0  28 9  29 8  30 7  31 9  30 9  32 5  30 9

29 8  29 0  30 0  30 5  30 4  30 9  30 1  30 2

28 6  28 5  28 2  29 0  29 2  29 6  27 6  28 7

26 5  26 7  27 3  27 9  28 8  29 2  32 5  27 4

24 2  26 2  27 0  29 5  29 5 26 0

26 9  28 1  28 7  30 0  31 0  31 5  32 0  29 8

61 6  58 5  59 0  59 2  59 9  60 7  59

59 0  55 8  56 4  59 6  60 5  60 7  60 8  60

58 4  55 4  58 4  59 4  59 8  59 1  59 9  59

58 1  59 3  57 2  58 7  60 7  58 4  56 5  58

57 2  56 4  58 9  58 4  59 1  60 7  60 9  58

58 1  56 7  57 8  57 8  57 3  51 2  52 0  57

58 1  57 3  55 2  55 2  65 0              56

57 7  57 0  58 0  58 7  59 9  59 5  59 8  58

51 8  60 6  60 3  59 1  62 9  59 9

55 6  56 3  59 5  59 4  61 1  61 1  59 4

譴 8  56 5  57 6  59 9  59 7  60 0  62 1  59 4

56 1  57 0  58 5  59 3  59 4  59 7  58 8  58 9

55 9  57 6  57 9  58 2  60 1  60 4  67 4  58 4

56 3  56 7  58 3  57 9  56 4  55 0  60 0  57 5

55 3  56 9  56 6  58 7  62 0              56 6

55 7  57 0  57 8  59 0  59 6  60 0  61 6  58 7(Cl)

57

性

は 男 子女

ぷミ 1121314156 7 'f.fa l 7 1平均
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表 6つ 体格番地,1体 力 運動能力平均値

2     (,

1()8  15 6  16 0  16 1 15 7  15 3

―

女      r

1  2  3  1   ヽ 6  7 1平 均

子

」
‐，　
■
一　
一――‐
　
一ｉ‐
　
一●

7

6

5

4

3

2

1

平均

7

6

5

4

3

2

1

平均

7
体  6
カ  5

得  4
3

点     2

(点) 1
平均

7
50    6

m     5

2

3
走      2

(SeC) 1
平均

17 5  16 4

17 2  16 4

14 9  16 0

15 7  15 1

15 8  10 5

14 0

168

150

17 1

17 0

14 9

16 3

15

16

16

16

15

15

14

15

17 5

17 5

166
16 7

163
16 8

172

14 8  15 4  14 9  16 8

14 3  15 7  15 6  16 4

16 6  16 3  16 6  16 4

15 1  16 3  15 8  15 6

15 6  15 2  14 3  13 8

14 9  14 0  13 9  15 0

15 4  15 9  15 8  16 2

13 0  17 6  18 8  19 2  18 1  18 3

16 8  18 4  17 8  18 4  18 8  18 9  18 3

18 8  17 8  19 1  18 5  18 4  18 4  18 5

17 3  17 7  18 7  18 2  18 6  16 7  18 1

18 0  18 0  18 0  17 8  18 1  17 8  17 9

17 4  17 5  17 3  16 6  15 4  16 5  17 3

18 4  18 4  14 8  15 8
(Cm)

踏

台

昇

降

(点 )

164 159 17 8  17 7  18 3  18 2  18 5  18 1  18 0

57 3  55 4  54 5  59 3  56 8  61 5  58

64 1  52 7  60 1  58 7  59 5  61 7  60 3  60

57 4  56 8  59 0  59 1  60 0  60 6  60 4  59

56 1  58 6  58 3  58 1  58 8  59 0  59 3  58

58 0  58 3  58 8  58 3  58 3  57 5  54 1  58

59 2  58 5  58 2  58 2  55 4  56 5  52 8  58

57 8  55 3  59 6  58 0  54 5              57

58 2  58 0  58 6  58 3  59 1  59 6  60 3  58

53 8  55 5  59 2  56 0  55 8  56 7

55 1  55 9  55 5  57 3  56 9  59 6  56 7

54 8  60 6  56 8  57 2  57 2  56 4  54 9  56 9

54 9  58 5  57 7  58 1  58 1  57 9  56 1  57 9

59 6  58 0  " 3  58 5  56 5  57 8  58 0  58 3

58 9  56 9  57 3  58 6  55 6  52 5  61 3  57 5

57 4  57 6  57 8  57 7  57 4  56 9  56 8  57 5

49 5  47 9  50 2  51 1  52 3  52 6  52 8  51

47 6  50 0  49 6  50 2  51 2  50 4  51 4  50

48 8  47 7  49 9  49 3  49 4  50 7  48 1  49

46 5  47 1  47 4  46 6  48 0  45 4  46 2  47

44 7  48 4  48 8  51 0  52 5  54 3  51 5

48 6  50 6  48 8  49 7  52 6  54 2  52 8  52 1

45 5  50 5  53 5  53 6  53 1  52 5

48 7  49 3  50 3  52 1  52 9  53 5  51 4

47 1  49 3  49 0  51 8  51 7  51 1  53 1  51 1

47 7  48 3  49 8  50 7  51 1  51 2  50 4  50 4

47 9  48 5  48 9  49 5  50 0  51 1  51 8  49 3

46 9  46 6  48 4  48 6  48 0  47 0  51 5  47 9

57 0  54 9  56 9  55 6  63 0 56 6

44 4  46 3  47 4  45 8  50 3 46 2

2 313 3 332 2 322 7 326 3 320 5

45 4  46 4  46 3  45 3  50 3              45

47 3  47 9  49 2  49 6  51 3  52 1  52 6  50 46 5  47 9  48 9  50 3  51 3  51 7  52 7  50 0

7 68  7 51  7 58  7 48  7 37  7 28  7

7 30  7 32  7 38  7 35  7 35  7 23  7 38  7

7 37  7 39  7 38  7 30  7 23  7 24  7 31  7

7 57  7 32  7 28  7 28  7 28  7 35  7 38  7

7 36  7 39  7 31  7 31  7 33  7 34  7 45  7

7 50  7 39  7 42  7 45  7 39  7 52  7 30  7

7 56  7 41  7 48  7 32  7 60              7

9 35  9 29  8 88  8 85  9 01  9 00

9 06  9 10  9 01  8 84  8 89  8 80  8 93

8 93  9 04  8 94  8 81  8 86  8 83  8 78  8 86

8 93  8 92  8 90  8 88  8 85  8 74  8 82  8 87

8 99  89 8  8 94  8 82  8 84  8 77  8 78  8 89

9 09  9 06  8 88  8 90  8 75  9 08  8 40  8 93

304 4 305 9 330 4 333 3 335 3 326 5

307 1 314 1 319 4 335 6 330 8 336 5 326 3

2 306 2 320 0 327 7 330 8 338 2 343 1 328 7

8 316 9 325 8 330 0 331 9 336 5 342 9 329 2

6 316 6 322 7 328 4 330 3 345 1 332 0 325 7

1 3119 9 324 5 331 3 337 6 342 6 370 5 322 5

9 00  8 95  8 80  9 08  8 80 8 92

9 01  9 00  8 92  8 88  8 85  8 82  8 89  8 89

走

巾

と

び

(Cm)

7

6

5

4

3

2

1

平均

396 2 420 9 425 2 444 3 454 7 476 6 449

425 5 442 5 453 0 446 2 461 4 476 8 478 9 463

431 7 434 5 453 3 464 3 470 7 472 0 478 9 464

422 9 456 4 451 2 461 1 464 0 460 5 472 0 459

451 4 450 1 458 3 459 0 457 3 469 7 455 3 457

430 5 443 3 451 5 445 7 453 7 468 0 475 5 445

421 7 451 4 429 7 451 5 45715             434

435 0 446 0 453 3 457 4 462 9 468 5 474 2 457 4 313 4 323 4 327 2 331 9 336 4 339 7 326 7

ヽ 性 |
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大学生の体格体力の統計的分析

表 63 体格番地

"1体

力 運動能力平均値

301 3 301 1 305 2 295 5 302 7 292 2 300 1

5 376.2 379.2 3?3.t 366.4 364.2 363.3 366.7 366.8306.9 287.a 299.6 297.1236.6 298.3 293.3 29?.2久
 : :;争 :謎よ:翼::::::;::::::li::li::『 J:腫 |:::[:

297 2 292 9 296 9 301 7 327.4 297 0

295 2 299 0 302 5 293 1 294 8 297 7t ; l,ur.i rri.i rrr.u rri.n r.r.u rro.i sso.s rzr.oleoz.z 2s?.s 2ss.s 2s2.? 2s'.s Br3.o 288.s 2s8.?二)i芝
::::i:i::ii::i聾
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平均13716371836913681369036673699369q29972978299629722980298929782983
7

運      6

動      5

著  |
1

平均

38 3  42 9  43 9  46 1  49 0  52 5  47

48 5  50 1  50 0  49 0  50 5  52 9  51 1  50

48 7  47 2  49 5  51 2  52 4  52 1  50 8  51

47 2  51 2  50 3  50 9  50 7  49 6  49 6  50

49 5  48 6  50 5  50 3  50 0  49 6  47 1  50

47 7  48 3  48 5  47 4  4 72  46 5  49 0  48

45 3  48 2  46 0  47 7  46 8              46

47 8  48 7  49 7  50 1  50 7  51 0  50 9  50

49 5

47 0  47 6

49 2  49 9

49 7  48 8

46 7  4 71

48 2  47 9

48 1  48 4

44 1  47 3

47 9  48 7

49 2  51 2

49 9  50 7

49 8  50 3

49 5  50 4

48 3 48 8

49 4  50 3

50 9  51 7

51 6  50 6

50 7  51 3

50 9  50 7

49 8  51 8

50 8  47 2

52 3

50 7  51 0

50 6  50 0

51 2 500

519 5115

50 2  50 4

50 6 49 9

54 5  49 0

48 2

51 1  引D 0

降は一層大きくなる。懸垂はさきに体重段階別で

みたときには体重段階の上昇に反比例して下降し

ていたが各身長段階でみると,身長段階 1 2では

それはど一定の傾向はみられないが,身長段階 3

～6ではそれより各 1段階低い体重の番地辺を有

利とする山型を示しながら,それより体重段階が

高くなると大きく下降していくのが日立つ. しか

し身長段階 7では体重の増加に伴って上向がみら

れる ハンドポール投げは身長のいずれの段階に

おいても体重の上昇に伴って上昇を示し,その上
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昇勾配は身長の段階が高いl■ ど大きくなる傾向が

みられる. しかし身長段階 2～ 6では体重の最も

大きい,段階 7の番地で下降する傾向がみられる

女子のこれらの種目についてなると,男子には身

長段階 7で懸垂においても 50m走においても体

重段階の上昇の傾向がみられたが,女子はこの段

階で下降の傾向を示している.そ して女子は男子

に比して山型の中央が体重段階の低い方へ寄る傾

向がみられ, したがって体重段階の高いところで

の下降が目立ってくる.女子のハンドポール投げ

においても男子と同様な傾向であるがその上昇勾

配はゆるやかとなる 運動能力 5種 目を T―スコ

アに変換して平均した運動能力得点の平均値をみ

ると,男子とも,身長段階 1 2では横ばい型,

身長段階 3～ 6ではそれと相応する体重段階の番

地辺で有利となる山型を示す この山型は女子で

は男子に比してなめらかとなる。身長段階の最も

高いところでは体重が増すと男子は上昇傾向を示

すが女子では横ばい状態を示している

以上のことから身長と体重とを組み合わせた体

格番地によって体力や運動能力平均値をみて比較

してみてわかることは,それまで身長段階別のみ

でみて比較した結果あるいは体重段階別のみで比

較した結果とは異なって,体重段階別のみでみた

ときに上昇あるいは横ばい型であったものでも身

長段階によっては体重が上昇するとむしろ下降す

るものもあり,ま た反対に体重段階別のみでみれ

ばその上昇に伴って下降傾斜のみられた懸垂のよ

うな種目においてもそれぞれの身長段階について

みるとその身長段階によって下降しないでは横ば

い状態であったりあるいは上昇の傾向を示してい

るということであり,こ のことは体力や運動能力

について身長や体重の大小の有利 不利を論ずる

さいにそれらを個々別々にみるのではなく,それ

ら2つを組み合わせた体格を考えることの必要性

をものがたっているものといえよう.

さらにまた全体を通じて,それぞれの体格番地

にみられる平均値間の変動は個々に身長段階別の

みあるいは体重段階別の教で平均値をみてきたよ

り以上に大きいことがわかる.例えば握力につい

てみると男子では体格番地6-7の 平 均値 52.0

kgか ら番地 4-1の 平均値 41 9 kgへ と 110

kg,T―スコァでは 16点の傾斜がみられ,女子の
=同番地同士の比較では 41 0kgか ら 25 2kgへ

と 9 5kg,T― スコァで21点 もの大きな傾斜がみ

られるし,ハ ンドボール投げについてみても番地

7-7と 番地 1-1では男子で 323mから24
mへ と T―スコアで12点 ,女 子 で 182mか ら

144mへ と T―スコアで12点の傾斜がみられる

のであるの. したがって,後述するように身長お

よび体重と体力 運動能力の間の相関係数におい

ては,それが分布状態の線型傾向の強さの程度を

表わしているため,その値が有意とならないよう

な種目であってもこのようにそれぞれの体格の位

置によって体力や運動能力平均値に高低の相違が

ある一定の傾向をもってみられる以上,特にそれ

が学校体育における指導や評価を行なうさいには

こうした事実の認識の上に立って行なうことが必

要であり,そ うすることが体育指導・評価の効果を

はじめて十分高め得るものであると考えられる。

“

)体格類型別体力 運動能力

体格番地別体力 運動能力運動能力平均値の比

較では身長の大小と同時にその身長段階に比して

の体重の段階の高低により体力や運動能力の発現

に大きな影響のあることが認められた。そこでこ

んどは身長に対する体重の段階を問題とする「体

格類型」を中心として体力や運動能力平均値を考

察する.体格類型の構成はさきに も述 べたよう

に,身長段階と体重段階との相応する体格番地同

士を集めて 1つの類型とみなし,これを真中にし

て上下に,身長段階と体重段階の差の大小によっ

て同じ段階差の番地同士をそれぞれまとめたもの

であり,体格類型別人数分布をみると (表 7お よ

び表 9),男女ともそれぞれ身長 体重相応の体格

類型に最も人数が集中しており,それから上下に

類型が離れるにしたがって人数も減少し,身長段

階に比して体重段階の最も高い類型13(ずんぐり

型)お よび反対に身長段階に比して体重段階の最

も低い類型 1(ヒ ョロ長型)に近いところではほ

とんど分布していないことがわかる.

体格類型ごとの体力運動能力平均値を比較して

みる.図 4に示すように,反復横とび垂直とびの

類型別平均値は,男女とも類型が高くなるにした

がって低下している.すなわちこうした体格類型
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表 7 体格類型別体力平均値および標準偏差 (男子)

0

2

2

体格違ぉ11 人数

種 日
びと

`点

)

垂直とび

(C■ )

背 筋 力

(kg)

握   力

)kg)

伏臥上体 、4  位
そ ら し 体 前 屈

(Cm)     (Cm)

踏台昇降

(点 )

ll  カ

`早

   ′
'(1,)

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

１

７

”

‐０５

３０６

６２３

９８６

７９３

３４３

‐０５

‐７

２

43 7 3 3  52 3 3 1

44 1 3 9  56 3 3 9

42 9 4 1  56 4 6 9

43 8 3 8  58 6 6 7

44 4 4 4  59 6 6 6

41 4 4 1  6 04 6 7

44 4 4 2  60 2 6 7

44 2 4 7  59 9 6 8

44 5 4 3  62 3 7 1

434 4 1  58 3 6 2

11 9 3 5  60 9 3 1

48 0 7 0  58 0 6 5

46 0 6 8  57 0 7 0

46 5 6 2  58 7 7 1

46 1 7 0  58 4 7 3

46 0 6 9  59 0 7 4

45 1 6 5  59 1 7 3

44 7 6 6  58 5 7 5

45 0 6 2  58 3 8 1

43 1 1 3  58 5 8 6

l1 7 6 4 59 2  9 8  45 8 3

16 0 4 7 55 8  6 8  49 3 4

15 1 5 0 56 8 10 4  48 3 5

16 0 5 3 58 7 10 1  49 9 5

16 0 5 3 58 7 10 4  50 0 5

16 3 5 2 59 2 10 5  50 6 5

16 1 5 0 58 8 10 6  50 0 4

15 2 5 6 58 7 10 0  49 2 5

15 2 5 2 57 5  9 7  49 7 5

15 3 3 8 54 8  7 8  47 6 2

119 1 15 6

135 0 25 2

1“ 6213

1343210

134 8 24 0

134 5 22 0

190 9 20 1

127 9 18 5

128 2 20 9

124 2 18 4

1      1

■ ■   1     1 '■     ‐ ‐

にず
50mt

(sec)

走 巾 とび

(m)

′ヽ  ン  ド
ボール投げ

(m)

け ん 垂  1500m 走

(回 )    (Sec)

運 動 能 力
得   点

(点 )

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

１

７

２２

‐０５

３０６

６２３

９８６

７９３

３４３

‐０５

‐７

２

１

3 4  2 6    398 7  35 1

7 6  5 2    387 5  87 6

6 8  3 8    378 3  39 0

7 9  4 1    373 3  33 6

78 37   3678 秘 5

8 3  3 4    367 1  32 3

7 8  3 3   367 8  33 6

7 5  3 1    368 4  33 0

7 1  3 1    376 6  27 0

6 5  3 1    379 1  27 3

27 3  5 1

28 3 4 0

28 2  4 6

28 5  4 4

28 7  4 4

28 7  4 2

28 4 4 3

37 6  4 5

27 4  4 1

26 2  3 3

11 2 75

46 8  6 6

16 9  8 1

49 2  7 6

5(,0 71

509 64

50 4  6 6

49 2  6 8

189 60

46 9  5 1

7 57  0 39

741 041

7 47  0 46

7 37  0 42

7 34  0 38

7 29  0 36

7 32  0 37

7 37  0 37

734 0“

7 49  0 41

404 6 26 2

4297294

434 2 48 0

450 8 40 5

454 8 42 3

4609389

4619389

455 6 40 2

4649344

4rD9 3 37 2



表 9 体格類型別体力平均値および標準偏差 (女子)

九
ヽ
　
格
“

、
　

体

反復横とび

(′点)

垂直とび

(m)

背 筋 力

(kg)

握   力

(k8)

伏臥上体
そ ら し

(Cm)

箭
位奮1 踏台昇降
(Cm)   (点 )

力
点

点

体
得

２

３６

９０

２７７

親

鶴

６００

‐３

‐２

‐１

‐０

９

８

７

６

37 8 3 8  40 5 5 0

38 4 3 6  39 9 5 2

38 5 3 3  46 3 5 2

39 2 3 4  41 0 5 6

38 9 3 5  41 0 5 7

39 0 3 4  41 8 5 5

83 2 15 8

876151

86 5 16 2

868163

846167

83 5 14 7

30 4 3 9  54 4 6 3  16 2 5 0

29 8 4 3  57 3 6 3  18 2 4 3

80 5 4 5  58 2 6 1  17 7 4 1

30 3 4 6  58 7 6 5  18 3 4 6

29 8 4 7  58 8 6 5  18 2 4 3

29 4 4 3  58 2 6 8  18 1 4 4

54 7  8 3  47 4 5 0

56 9  9 5  49 3 5 1

57 3  9 9  49 7 5 1

57 5  9 4  50 5 5 4

57 9 10 2  55 0 5 5
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5

4

3

1

‐２

８８

‐４

３

39 1 3 3  42 2 5 7   82 2 15 0

39 6 3 2  43 0 6 3   79 9 15 4

39 9 3 8  42 1 5 7   76 6 10 8

29 4 4 3

29444

29 2 4 3

28 7 3 4

58 2 6 8

59 3 6 5

58 7 6 1

61468

18 1 44

18045

17 1 54

16 150

57 7

57 1

56 6

57 4

50 0 5 1

50 0 5 1

49 7 5 1

497 5 1

92

92

97

11 0

表 10 体格類型別運動能力平均llHお よび標準偏差 (女 子)

冬 く
50 m走

(SeC)

走 市 とび

(SeC)

ハンドボー
ル 扱 げ

(m)

け ん 垂

(回 )

llXXlm 走

(SeC)

運 動 能 力
得   点

(点 )

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

２

“

９０

２７７

瑯

帥

３．２
８８

‐４

３

9 08 0 58

9 11  0 52

8 95 0 54

8 89  0 54

8 92  0 56

8 84  0 53

8 81  0 52

8 80  0 57

8 89  0 40

306 2  38 6

309 8  28 0

320 7  32 6

325 2  35 0

325 7  34 5

329 8  31 1

338 6  33 2

340 9  35 3

334 1  28 0

160 34

160 30

166 31

166 32

162 31

159 31

158 31

164 35

152 29

28 9  12 2

27 4  11 1

27 7  11 5

28 8  12 6

29 2  13 1

30 0  13 8

28 5  12 7

27 7  11 0

29 6  11 9

310 9  41 1

298 4  23 5

298 3  36 3

298 0  39 0

296 0  37 2

2980 416

302 1  49 4

302 1  56 4

299 2  38 2

47 4  70

47 8  5 5

49 5   6 3

50 2   6 6

5110  66

50 4   6 1

50 2  6 2

50 9   6 4

49 9   5 1



でみると身長に比して体重のつ きの 劣って ｀`る

(細長)と ころで反復横とびや垂直とびにおいては

有利であるといえる 特に男子の垂直とびでみら

れるように類型9(身長に比して体重の方が 3段

階上)よ り高いところでは急激に低下しているの

がみられる。これに反して背筋力 握力では類型の

低いところよりも高い方が優っており,それだけ

日 5 体格類型別運動能力平均値 (T―スコア)

身長に対 して体重のつきのよい方が有利であるこ

とがわかる しかしここでも体重のつきの極めて

ょぃ類型12に いたると大きく下降 している.伏臥

上体そ らし 立位体前屈 踏台昇降運動では,傾向

として,身長一体重相応型の類型 7が比較的有利で

ありここを中心とする山型を示 しているとみ られ

る。そしてこれ ら体力 7種日か らなる体力得点の

結果もほぼ類型 7を中心とする山型を示 している

とみられよう ただし女子では男子に比して類型

の低い段階すなわちそれだけ体重のつきの少ない

ところでもそれはど低下 していないということが

注目される.運動能力種 目についてみると(図 5)

mm走 は男子では類型 7で最も有利 となる山型

図 4 体格類型別体力平均値 (T―スコア)

和
ド

~
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I

ヽ

１
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表 11 体格 体力 運動能力の相関係数マトリクス (18～ 20歳男子,3311人 )

種  H11

1 身  長 1000

2 体  重  467

8 11・l  囲  184

4 座  高  510
5 

ほ
復横と 。31

1 000

722 1 000

460   176

085   111

082   115

329   323

350   334

103   097

041   105

052   107

- 057 - 157

074   127

282   299

- 166   023

014 - 115

1 000

093 1 000

041   211 1 000

104   171   225

217   120   199

098   125   151

043   093   208

050   066   029

‐ 060 - 246 - 392

085   276   432

154   258   299

- 136   1`)5   220

- 026 - 219 - 172

６

７

８

９

‐Ｏ

Ｈ

‐２

‐３

‐４

垂直とび  117

背 筋 力  220

握  力  229

聡腎 [1  037

1位
体前  026

踏台昇降  034

50m 走 ―■2)

走巾とび  213

1`張″  238

1 000

469 1 000

113   065 1 000

132   103   279 1 000

075   046   050   035 1 000

- 199 - 131 - 081 - 040 - 072 1 000

268   219   076   129   136 - 575 1 000

288   245   139   134   1()0 _ 300   394

203   144   057   176   138 - 315   334

- 161 - 084 - 004 - 088 - 314   310 - 429

15け ん 垂 -161

16 1500m走|-037

1 000

188 1 000

- 220 - 3551 000

(注)r>o62で ぁれば 5%水準,r>o81で ぁれば 1%水準で有意である。

を示 し,それより両側に類型が離れるに t´ たがっ

て不利となって類型 3お よび類型12で は急な下降

を示 している これに比して女子では類型 4傾斜

56辺で有利でそれより類型が 高くなるに したが

って不利となるという,男子とは異なった傾向を

示している 走巾とびでは男女とも同様の傾向を

示し,類型 4で最も高い値を示 し,それより類型が

上昇するにしたがって平均値は下降 してぃく ハ

ンドボール投げは男子では類型 7 8辺 が有利で

ありこの両側で低下する山型を示 しているが,女
子ではこれより1段階体重のつきのよい方へずれ

て類型 8 9辺 で最も有利となる 懸垂は男子で

は類型 7を中心とする山型を示しているが女子の

方は男子に比べるるとやゃ山 型 が 平 板化 してお

り,類型 7よ り両側に離れてぃるところでもそれ

はど大きな低下はみ られない 持久走は男子では

類型 7を中心とし類型 5～ 8が有利であ り,それ

より類型の低いところでもまた特にそれより類型

の高いところでも大きく下降 してぃる.女子では

ここでも類型 7を中心としなが らも類型 3～ 10で

比較的平板であ り類型11で下降 している そして

これ らをまとめた運動能力 5種 日 T―スコアによ

る運動能力得点をみると,男子はRIlらかに類型 7

が有利でこれを山型の中心として左右に下降 して

い く 特に類型12で は大きく下降がみ られる 女

子では類型 3か ら類型 8辺まではとんど横ばい状

態を示 し類型 9か ら類型10 11へ と下降を示して

いる

このように体つきを分類 して運動能力平均値を

全体的にみると,種 目によって異なるけれ ども,男

子では体格類型すなわち身長と体重の相応 してい

る体つきのものが統計的に最も優ってお り,それ

か ら類型が両lFlに 離れるに し́たがって下降 し,体
重のつきの劣るヒョロ長型および反対に特に体重
のつきの最もよいスングリ型に近づくに したがっ
て急激に下降するということ,そ して女子ではこ

21,15(… 89 10   Jl   12   11,   14 1  15   16



表

大学生の体格体方の統計的分析

12 体格 体力 運動能 力の相関係数マ ト

315678

リタス (18～ 20歳女子,2698人 )

目

身  長

体  重

胸  囲

座  高

反復横と
び

垂直とび

背 筋 力

|

1 ‐ 2
|

, D ll 12 13 11 15 1 16

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

11

15

16

1 000

454 1 000

101   752

542   469

169   080

209   077

151   290

1 000

237 1 01111

047   085 1 000

026   060   355 1 000

233   133   312   247 1 000

305   381   284   262   216   242   427 1 000

146   115   069   199   170   160   149   104

072   079   081)  116   072   130   112   113

- 012 _ 017   014 - 003   123   039   098 - 003

- 126   014 - 011 - 057 - 348 - 475 - 259 - 213

218   020 - 039   060   349   479   243   232

197   254   198   127   306   353   306   263

- 082 - 101   068 - 065   171   117   080   093

走巾とび

′`ンドボ
ール投

け ん 垂

llll10m走

れに比して類型の低い段階すなわち身長に対する

体重のつきの劣っている,比較的細長の体つきの

ところでも運動能力が低下しないで (む しろ有利

で),類型 4か ら類型 8ま ではぼ横ばい状態がつ

づき,類型 9すなわち体重のつき身長に比して 2

段階優るところから低下をはじめている。 したが

って女子は男子に比してもっと細めの体つきのと

ころでも比較的優利であるということがいえるの

であるつ

以 ヒの統計的事実は体格を類型に分類してそれ

ぞれ体力や運動能力の平均値を算出して比較して

みるとそこにはヒョロ長型からズングリ型までの

体つきからくる有利 不利に一定の傾向が歴然と

して存在することを指摘しているのである. した

がってこうした事実はここでもまた体格の位置の

組み合わせによる体つき 体型というものを体育

において重要視しなければならないということを

ものがたっているものであり,具体的には体育に

おける指導の方法論的手がかりを与え得るものと

考えるのである

3 体格 体力 運動能力の回帰分析

(1)体格 体力 運動能力の相関係数

これまで身長および体重を大から小まで段階区

分を行なって体格番地や体格類型を作成し,これ

によって体格と体力 運動能力の関係を考察して

きたのであるが,こ んどは体格・体力 運動能力

の間の相関係数を算出してこれによって体格や体

力運動能力相互の関係を重回帰分析による,線型

傾向の強さの有無 程度について考察してみたい

まず表11お よび表12は体格 体力 運動能力の

相関係数マトリタスである。これの算出のもとと

なっている標本は体格番地・体格類型の分析のさ

いに使用した標本と同一で,18～
"歳

の年齢をコ

ミにした,測定値の全部そろっているもの(A群 )

である.体格の変量のうち身長と体重の相関係数

をみると,男子0467,女子0454と なっており3),こ

1 000

458 1 000

195   190 1 000

- 169 - 187 - 0441 000

力
蜂
し働
　
雅　走

臥
ら
位
　

台
　
ｍ

握

伏
そ
立
屈

踏
　
５０

65
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表 13 体格 4変量を予測変量としたときの標準偏回帰係数および重相関係数

1身

2体

3胸

4座

590

822     233
(161)

752  - 141
(39)

587     335
(405)

467  - 212
(51 1)  (9 1)

639

(683)

855

o23)

462  - 219
(504)(91)

658

850     310
(195)

799  - 292
(42)

598     401
(57 5)

175     194  - 059

221     266  - 050

298     048     233

415     179     198

206     061  - 091

138     038  - 074

047     011  - 081

182  - 211     247

240     293  - 104

277     145     142

109 -046 -072

112  - 051     163

633  - 459
(547)  ( 8 8)

688
(71 6)

896

o50)

320  - 044
(397)(2助

074

054

057

106

038

117

071

-171

023

086

- 008

_163

(156)

-1

354
(365)

138
(90)

- 025
(08)

- 010

-074

- 016

047

166

102

012

-018

055

- 038

-004

-063

(38)

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

び

び

カ

力

し

屈

降

走

び

反 復

垂  直

背

握

伏 臥 上 体 そ ら

立 位 体 前

踏  台  昇

50  m

走  巾  と

ハンドボール投げ

139 -025 -044

162     137  - 086

373     154     147

390     098     104

131  - 036     031

131   023 -129

128     024  - 110

236  - 164     262

269     272  - 235

352      182     001

269 -051 -345

213 -091   314

横 と

と

129

155

202

227

065

184

172

- 308

244

262

-282

-313

け   ん  垂

持   久   走

(注)( )内 |ま net Contribution

れ らの値は小中高校段階の発育期にみ られる値と

比較すると低い値であ りゆ, それだけ体格の似通

いかた (比例関係)が弱まっているといえよう

そして男子のこの 0467と いう値は昭和45年度入

学東京大学 1年生にみ られた相関係数 0471と 極

めてよく似た値をとっているЮ). ここで身長 (X)

に対する体重 (Y)の 回帰方程式を算出してみる

と 男子は Y=060X-4234
女子は Y=052X-3013

としてあ らわされる

身長と体力 運動能力の相関係数をみると,男

子では反復横とび 伏臥上体そ らし 立位体前屈

踏台昇降運動 持久走の 5種目において,女子で

は踏台昇降運動・持久走の 2種 目において有意で

はなかったが,その他の種目は 1%ないし5%水

準で有意であった 男子ではハンドボール投げと

の相関が最も高く0238であり,女子では握力の

03K15であった.体重と体力 運動能力の相関係

数をみると,男子では立位体前屈 踏台昇降運動

50m走 持久走の4種 目,女子 では踏台昇降

運動 50m走・走巾とび 持久走 の4種 目にお

いて有意でなかったが,その他の種目1%はない

し5%水準で有意であった。

12)体格 4変量よりみた体力 運動能力の重回

帰

表13は身長 体重 胸囲 座高の4変量を予測

胸 囲 座 高 謁係襲 身 りH 座

重

　

日

　

高

~|lill



大学生の体格体方の統計的分析

変量として体力 運動能力の各種 目を基準変量と

する重回帰方程式における標準偏回帰係数と重相

関係数である。ただし,表の上か ら第 4行までは

体格 4種 目のうち 1種 目を基準変量として残 りの

3種 目を予測変量とする重回帰方程式の標準偏回

帰係数と重相関係数である1つ 1の

標準偏回帰係数は各予測変量の分散の大小によ

る影響をとり除いたすなわち標準得点化された予

測変量の場合の回帰係数であるので,身長 体重

胸囲 座高を Xl X2 X3 X4と すると,表13

のたとえば第 2行は体重を他の 3変量の身長 胸

囲 座高か らみた回帰帰方程式であり,それは

(男子)X2=0 233 Xl+0639X3+0299X4
(女子)X2=0 313 Xl+0688X3+0138X4

で表わされる1め そ して標準偏回帰係数のそれぞ

れの値は,その予測変量と基準変量の相関係数の

値との積により,他の予測変量を固定 して考えた

ときの基準変量に対する貢 献度 (net COntrihu

tion,β臓′/R2)を表わす指標であり,重相関係数

は予測値と実測値との相関係数であるので回帰方

程式の予測の精度を表わしてぃるといえる

表13の体格同士の重回帰方程式における重相関

係数をみると,身長を基準変量とした場合には男

子0590 女子0658であ り,こ の値はそれまでそ

れぞれ単相関係数の最も高い値であった男子の身

長 体重間の 0467お よび女子の身長 座高間の

052に比してそれぞれ01以 上高い値となってお

り,それだけ予測変量を 1個とした場合の回帰方

程式に比 して予測の精度が上昇したわけである

この場合の身長に対する貢献度をみると男子では

およそ体重50% 座高40% 胸囲10%であ り,女
子ではこの順でおよそ55% 35% 10%で ある

同様 に体格同士で体重 を基準変量とする重回帰

方程式をみると男子0822 女子0850と 高い重相

示 し,体格 4種 目のなかで精度が最も高い 男子

関係数をのそれぞれの重相関係数値は単相関係数

の最も高い体重 胸囲間の値 よりもさらに 01上
廻った値である そして体重に対する身長 胸囲

座高の貢献度をみると男女とも胸囲がおよそ℃

%と 大きな割合を占めてぃる

しかし胸囲を基準変量とした場合の重相関係数

は男子0752 女子0"9と それぞれ単相関係数の

いずれの値よりも上廻っているが体重 胸囲間の

相関係数男子0722 女子0752に比 してそれはど

上昇を示さず,こ のことは胸囲に対する貢献度を

みても体重が男子で92% 女子で95%も の大きな

ウェイ トを 占める結果となって表れて いるよう

に,重回帰方程式による精度 の上昇 は小さい.

座高 を基準変量とした場合 の重相関係数は男子

0587 女子0598である.その貢献度をみると男

子ではおよそ身長42% 体重50% 胸囲10%であ

り,女子ではおよそ身長57%体重50%胸囲10%
であり,重相関係数が約 06と いう限界はあるも

のの,座高に対する体重の占める害」合の大きいこ

とが注目される。

次に体格 4種 目を予測変量とし体力 運動能力

の各種 目を基準変量とする重回帰方 程 式 を みる

と,その重相関係数は男女とも握力の男子0390・

女子0415が最も高い値であった。握力 (X8とす

る)の重回帰方程式は

(男 子) X8=0 098Xl+01o4X2+0227X,
(14 8)   (23 9)   (50 0)

+0079X4
(113)

(女子)X8=0 179Xl+0198X2+01o6X8
(31 6)   (43 8)   (17 4)

+0 047X4
(71)

である 握力に対する貢献度をみると,( )内の

通 り,男子では胸囲50%体重25%・ 身長15%であ

るのに比 して女子では胸囲17%体重44%。 身長32

%と ,胸囲の貢献度の占める割合が大きく異なっ

ている.次いで男女とも背筋カ ハンドボール投

げの重相関係数が高く,男子では 03% 0352,
女子では0293 0277で あるが,反復横とびの男

子 0139 女子 01ん ゃ特に 踏台昇降運動の男子

0128 女子0047な どにみ られるように,こ れ ら

の種 日と体格 4種 目とのそれぞれの単相関係数の

低いことか ら当然結果することではあるが,女子

の踏台昇降運動0047を除いては重相関係数は1%
水準で有意である

1つ
とはぃえ,低い重相関係数値

を示 してお り,精度の上昇は小さい範囲にとどま

っている このことは体力 運動能力種 目について

予根Jと いう視点で考えるとき,変量間の線型関係

は重回帰分析を用いてもあまり強いとはいえず ,

したがって体格か らの体力 運動能力の重回帰分
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lT ,`1

と  し:

背 17J力 ‖| ●
立位体

‐踏台昇降

“

, ll

伏 臥

L体

そらし

013  - 017     078  - 030

061  - 091     013     096

043     045     026     048

100 -013   102   111

015     065  - 034  - 283

50 m 興ヒ  472

男 走巾とび 540
バ
κ襲″ 487

こけん垂 465

15001nデヒ  437

50m走 547

女 走巾とび 549

バ
逸″“

あ
舌けん垂 266

1000m走  330

- 111     245  - 230  - 041  - 153  - 334  - 087

203  - 208     115  - 002     172     335     114

141     013     167  - 003     162     184     098

- 109  - 338     150  - 017     127     136     172

-056   274 -208 -051 -161 -102 -105

-062   264 -130 -045 -160 -375 - 116 -074 -041   067 -007

147  - 112  - 024  - 027     160     362     084     088  - 013  - 015     046

036     130     043  - 029     143     233     118     055     039     008     066

- 114  - 081  - 044  - 016     138     055     013     117     040     048     024

021   154 -134 -067 -164 -133 -074   014 -063   022 -098

〔
女

子
〕

反 復 横 と び

垂 直 と び

背  筋  方

握    方

伏臥上体そらし

立 位 体 前 屈

踏 台 昇 降

458

561

434

480

266

174

172

102     009     008  - 011  - 159     123

126     034  - 021  - 067  - 263     212

- 025     274     003  - 015  - 154     061

126     231     080     052  - 099     089

042     004     004     160  _ 088  - 043

032  - 081     116     106     045     037

- 014  - 074     051     012     038     060

088

047

018

049

058

009

297

124   096 -161

127     006  - 089

139     034  - 085

063     087  - 012

078     056  - 079

053     070  - 019

073     020  - 118

衰 14 体格 体力H変量を予測変量としたときの標準偏回帰係数および重相関係数

イI F I向  ,H 

“

1 1,

表 15 体格 運動能力 9変量を予測変量としたときの標準偏回帰係数および重相関係数

堡
「「1籠 =裂省ミ身 長 llヽ  IF 1向  「‖ 座  高 50m走

巾
　
び

走
　
と

―
ル
投
げ

ハ
ン
ド
ボ

||ス IF 1000rn

反 復 横 と び   368

垂 直 と び   488
男 背  筋  方   474

握    方   451

子 伏臥上体そらし   188
口

立 位 体 前 屁   241

踏 台 昇 降  329

116     150

263     126

112     093

132     063

020     103

092     072

018    011

074 - 0

069     0

186  - 0

168     0

050     0

161    0

046 -2

- 102   059 -014   090 -089

019   035 -007 -026 -194

113     244     091  - 082  - 006

072     164     162     082     050

_ 058     044     027     091  - 036

011  - 082     132     062     103

003  - 013     078     040     062



析による予測は予測変量の数を 4つに増してみて

もそれはど効果的でないということを示している

のである.

13)体格 体力 運動能力の重回帰

そこで,予測変量の数を増して体格 4種 目およ

び体力7種 目の合計11変量を予測変量として運動

能力 5種目をそれぞれ基準変量とする重回帰方程

式を算出し,重相関係数がどの程度上昇するかを

みた.表 14に より重相関係数をみると (すべて 1

%水準で有意),体力種目7変量 が 加わったこと

によって体格 4変量でみた場合の重相関係数の

値に比して男女ともそれぞれ上昇し,それだけ予

測の精度が上昇していることがわかる.男子では

走巾とびの重相関係数 0540が最も高く,体格 4

変量でみたときの重相関係数 0269よ り大きく上

昇し,そのほかの種日でも男子は0487～0437の

値を示している 女子の重相関係数をみると同様

に走巾とびの値が高く0549を示し,次いで FoKl m

走の0547,ハ ンドポール投げの0485と ある程度

の重相関係数を示している。女子ではしかし懸垂

0266,持 久走03311と ,体格変量でみたときより

も重相関係数値が 01以上高まっているとはいえ

相変わらず低い値にとどまっており,男子と異な

った傾向を示している.特に持久走に対する貢献

度をみると男子では踏台昇降運動が457%である

のに比して女子ではこれが1147・ とひじょうに低

いことが注目される

次に各体力種目を基準変量とし体格 4種 目およ

び運動能力 5種 日の合計 9変量を予測変量とした

重回帰方程式における重相関係数をみると表15の

とおりであり (すべて1%水準で有意),男 女を

通 じて垂直とび 背筋力 握力は0561～0434と

体格変量を予測変量としたときの重相関係に比し

て高まり,なかでも垂直とびが男女とも最も高い

値を示している。 しかし伏臥上体そらし 立位体

前屈,それに踏台昇降運動は体格 4変量でみたと

きの重相関係数よりも上昇してはいるが,0172
～0329と いう低い値にとどまっている

したがって重回帰方程式における体格 ‐体力11

種目により各運動能力種目を予測した場合および

体格 運動能力9種 日により各体力種目を予測し

た場合を通じてみて,いずれも体格 4種 日からみ

た場合に比して精度の上昇は認められたが,伏臥

上体そらしや立位体前屈にみられるように低い値

にとどまっている種目もいくつかあり,重相関係

数が比較的上昇したとはぃっても,それはど予測

しうる値として十分であるとはぃえない。そこで

こんどは体格 体力 運動能力16種 日について,

それぞれを基準変量としそれぞれ残りの15種 目全

部を予測変量とした場合の重回帰方程式を算出し

て,その重相関係数がどのように上昇するかをみ

た1● 表16お よび表17は 男子および女子について

それぞれ15予測変量の場合の標準偏回帰係数と重

相関係数である (すべて1%で有意)

まず体格についてみると,体重との重相関係数

が男子0840 女子 0863と いう最も高い値を示

し,次いで胸囲の男子0780・ 女子0806,身長の

男子0640 女子0694と なっている。 これらの値

はいずれも体格変量同士で 3変量から他の1変量

を予測したときに比して上廻った値であり,それ

だけ体力 運動能力種目を予測変量として加えた

ことによる精度の上昇をみたわけであり,それぞ

れの精度の上昇の程度を体力 運動能力合計12変

量の各基準変量に対する貢献度でみると身長は男

子22%・ 女子17%,体重は男女10%胸囲は男子12%
女子4%,座高は男子12%女子14%である.

次に体力および運動能力重相についてみると,

男女ともこれまでみてきた重相関係数値に比して

上昇を示している.男女とも重相関係数05以上

ともなった種日は垂直とび 背筋力 握力 "m
走 走巾とび ハンドポール投げの6種 目であっ

た。なかでも最も高い重相関係数の得られた種目

は男女とも走巾とびであり,その値は男子0 7al・

女子 0720であった.そ こで走巾とびに対する他

の15予■ll変量の貢献度をみると,男子では体格4

種目で79% mm走 395% 持久走145% 垂

直とび137% ′ヽンドポール投げ106% その他

7種で 138%であり,女子では 4体格種目で57
% 511m走5387・・ハンドボール投げ 194%垂直

とび124% その他 8種 目で87%であった し

たがって走巾とびに対する他の種目の影響力は男

女ともmm走 が最も強く,特に女子の方が男子よ

りも一層強く,次いでハンドボール投げ 垂直と

びであり男女とも10%を上廻っている.しかし男



体育学紀要第8り

（０
　
〇
一
）　
　
（Ｎ
　
へ
　
）

０
∞
「
―
　
一
め
０

１

（Ｏ
　
Ｎ
Ｎ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜
　
う
　
）

０
∞
「　
１
　
　
　
　
　
　
　
０
０
０

（０
一
　
）
　
（【　
゛
　
）

∽
∞
０
　
１
，
　
　
Ｎ
０
０

（い
　
で
「
）　
　
（Ｏ　
Ю
　
）　
　
（０　
０
「）

Ｎ∞
【　
―
　
ト
ト０
　
　
　
∞
め
「

（卜
　
∞
　
）　
　
（∞
　
∞
　
）　
　
（ヽ
　
Ｎ
　
）

一
い
０
　
　
　
「一
Ｈ
Ｉ
　
一
〇０
１

（̈
　
”
卜
）　
　
（０
　
め
　
）　
　
（０
　
「　
）

∞
０
ヽ
　
１，　
　
べ
“
０　
　
　
　
　
〇
一〇

（０
　
【　
）　　　（゙
　
∞
［）　
　
（０
　
「　
）

０
一０
　
‐‐　
　
卜
一
【　
　
　
　
　
∞
Ｎ
Ｏ

（一
　
０
　
）　
　
（゙
　
０
　
）　
　
（０
　
０
　
）

ト
ト
０
　
　
　
　
　
０
０
０
　
１
‐
　
　
∞
０
０

（０
　
「　
）　
　
　
（一
　
゛
　
）　
　
（∞
　
「　
）

Ｏ
ｒ
０
　
　
　
　
　
０
６
０
　
　
　
　
　
い
ヽ
０

（０
　
「　
）　
　
（０
　
卜
　
）　
　
（０
　
「
　
）

で
め
０
　
‐‐　
　
０
「
一　
　
　
　
　
０
い
０

（０
　
一
　
）　
　
　
（０
　
「
　
）　
　
（０
　
０
　
）

０
∞
０
　
　
　
　
　
０
Ｎ
０
　
　
　
　
　
０
０
０

（ヾ
　
∞
一
）
　
　
（「　
卜
　
）
　
　
（一
　
Ｎ̈
）

∞
Ｏ
Ｏ
　
‐，　
　
∞
い
〇
　
　
　
　
　
一
０
一

（”
　
０
　
）　
　
（∞
　
０
　
）　
　
（「　
０
　
）

卜
で
０
１
　
０
Ｎ
Ｏ
Ｉ
　
で
０
０
１

（一
　
【　
）　
　
（【
　
０
　
）　
　
（０
　
一
　
）

∞
ヽ
０
　
１
　
　
】
∞
０
　
　
　
　
　
い
０
０

（
　̈
Ｏ
　
）　
　
（∞
　
Ｎ
　
）　
　
（め
　
　̈
）

】０
０
　
　
　
　
　
∞
０
０
　
１，　
　
∞
∞
Ｏ

（「　
０
　
）　
　
（ヾ
　
で
　
）　
　
（０
　
で
　
）

６
【
０
１
　
（専
「　
―
　
ヾ
∞
０

（０
　
一∞
）　
　
（∞
　
わ
　
）

０
一
タ
　
ｌ
　
ｏ
０
０

（め
　
】
【）　　　（で
　
ヽ
）̈

い
０
一
　
　
　
〇
６
■
―

（０
　
〇
一
）　
　
（０
　
一
　
）

で
０
【　
　
　
　
　
∞
∞０
　
１‐

（い
　
０
∝
）

”
Ю
”　
―

（】
Ю
め
）

ヽ
一寸
―

（∞
　
∞
　
）　
　
（Ｎ
　
∞
　
）

一
∞
０
　
　
　
　
　
∞
い
０

（０
　
∞
　
）　
　
　
（ヽ
　
”
　
）

０
∞
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ
ヽ
「

（∞
　
【　
）　　　（０
　
一
　
）

】
∞
０
１
　
Ｑ
で
０
１

（Ｏ
　
崎
　
）　
　
（∞
　
べ　
）

Ｄ
卜
０
　
　
　
　
　
０
い
Ｏ

（０
　
め
　
）　
　
（ヽ
　
０
　
）

○
じ
０
　
　
　
　
　
【
【
Ｏ
　
Ｉ

（
卜
　
∞
∞
）
　
　
（
崎
　
Ｏ
Ｎ
）

べ
∞
夕
　
　
　
　
　
】
０
ベ
　
ー
‐

（一
　
０
一
）　
　
（わ
　
【
【
）

●
Ｏ
ｏ
　
ｌ
　
マ
ト
０
１

（Ю
　
Ｏ
　
）
　
　
（め
　
０
　
）

０
ヽ
０
　
１
　
∞
ヾ
ｏ
　
ｌ

（め
　
Ｏ
　
）
　
　
（０
　
一
　
）

Ｏ
Ｎ
ｏ

ｌ
　
い
０
０
１

（め
　
０
　
）　
　
　
（ヾ
　
０
　
）

∞
一
０

１
　
ｏ
ｍ
ｏ

（０
　
０
　
）
　
　
（卜
　
０
　
）

０
０
「
　
　
　
【
め
０
１

（∞
　
Ｎ
Ｎ
）　
　
（ヽ
　
０
　
）

め
め
Ｎ
Ｉ
　
め
ｏ̈
ｌ

（∞
　
】　
）　
　
（０
　
０
　
）

「で
Ｏ
　
　
　
　
　
め
０
】

（ヾ
　
０
　
）　
　
（Ｏ
　
Ｏ
　
）

ａ
「０
　
　
　
　
　
０
「０

（輸
　
０
　
）　　　（０
　
０
　
）

∞
【０
　
　
　
　
　
∞Ｎ
Ｏ

（０
　
０
　
）　　　（Ｏ
　
Ｏ
　
）

０
い０
　
　
　
　
　
０
０
０

（ｍ
　
Ｏ
　
）

卜
一０
１

（め
　
０
　
）

０
「０
１

（∞
　
「　
）　
　
（”
　
∞
０
）

∞
一
〇
　
―‐　
　
∞
Ю
べ

（Ｎ　
Ｏ
　
）　
　
（で
　
【　
）

】
【ｏ
ｌ
　
卜
一
ｏ

（０
　
０
　
）　
　
（卜
　
０
　
）

Ｎ
０
０　
　
　
　
　
∞
一〇

（∞
　
Ｏ
　
）　　　（∞
　
∞
　
）

「∞
０
１
　
０
ヽ
一

（０
　
０
　
）　　　（へ
　
０
　
）

ヾ
】０
１
　
一
〇
〇

（∞
　
Ｏ
　
）　
　
（“
　
〇
　
）

卜
一
０
　
　
　
　
　
一∞
０

（い
　
Ｏ
　
）　　　（∞
　
０
　
）

０
一
０
　
　
　
　
　
で
い
Ｏ

（０
　
０
　
）　
　
（一
　
０
　
）

一
ｏ
ｏ
ｌ
　
∞
∞
０　
１

（０
０
　
）
　
（「　
０
　
）

で
０
０
　
　
　
　
　
「
】Ｏ

（一　
０
　
）
　
（ｍ
　
　̈
）

０
０
０
　
　
　
　
　
０
い
０

（「　
０
）
　
（い
　
で
）

００
０
　
‐，　
　
つ
０
０

（め
　
ヽ
　
）　
　
（Ｎ
　
Ｎ
　
）

【６
０
　
　
　
　
　
ｍ
Ｎ
Ｏ

（∞
　
０
　
）　
　
（め
　
ヽ
　
）

∞
「０
　
‐，　
　
０
わ
０

（い
　
Ｏ
　
）　
　
（め
　
　̈
）

０
へ
０
１
　
一め
ｏ

（Ｏ
　
】　
）　
　
（わ
　
０
　
）

９
８
　
　
　
０
「０
１

（べ
　
一ヾ
）　
　
（じ
　
め
　
）

い
ヽ
Ｎ　
　
　
　
　
輸
一
〇

（ヽ

べ
　
）

０
で
０
　
１
‐

（ヽ
　
０
　
）

め
め
０
　
‐‐

（∞
　
「　
）
　
　
（【　
い
ヾ
）

「ヾ
０
　
　
　
　
　
一
∝
∝

（Ｏ
　
∞
　
）　
　
（め
　
ヽ
　
）

０
い
０
　
　
　
　
　
で
０
０

（∞
　
め
　
）
　
　
（∞
　
０
　
）

∞
り
０
　
　
　
一
Ｏ
Ｏ
　
Ｉ

（】
「
　
）
　
（０
「
　
）

め
い
ｏ
　
　
　
　
　
ｍ
Ｏ
一

（０
　
０
　
）　
　
（倒
　
∞
　
）

∞
〇
〇
　
―
　
　
ヽ
卜
Ｏ

（い
　
０
　
）　　
　
（ヽ
　
「
　
）

卜
】
Ｏ
　
　
　
　
　
ｍ
∞
０

（０
０
　
）
　
（一
【　
）

∞
∞
０
　
１
　
　
め
ヽ
０

（∞
　
】　
）　　　（∞
　
「　
）　　　（寺
　
輸
　
）

０
”
ｏ
　
ｌ
　
゛
め
０
　
　
　
０
∞
ｏ
ｌ

（】　
∞
　
）　
　
（ヽ
　
　̈
）　
　
（０
　
∞
　
）

ヽ
べ
】　
　
　
　
　
で
Ｎ
Ｏ
　
　
　
　
　
卜
で
Ｏ

（０
　
い
　
）　　　（０
　
０
　
）　　　（〇
　
〇
【）

∞
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
ヾ
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ
↓
一

（０
　
い
　
）　
　
（卜
　
一
）̈　
　
（０
　
∞
　
）

∞
∞
Ｏ
　
　
　
　
　
∞
０
【　
　
　
　
　
０
０
０

（０
　
０
　
）　
　
（０　
め
）̈　
　
（０　
∞
　
）

ｏ
【０
１
　
卜
０
「
―
　
総
う

―

（Ｎ
　
Ｏ
　
）　
　
（Ｏ
　
Ｏ
　
）　
　
（∞
　
Ｏ
　
）

∞
０
０
　
　
　
∞
∞
Ｏ
１
　
０
「０
１

（∞
　
】　
）　
　
（０
　
∞
「）　
　
（Ｎ
　
Ｏ
　
）

め
ヽ
０
　
　
　
　
　
〇
一
「　
　
　
　
　
で
０
０

（０
　
ヾ
　
）　
　
（一　
∞
　
）　
　
（０
　
０
　
）

で
い
Ｏ
　
　
　
　
　
ヽ
卜
０
　
　
　
　
　
０
卜
Ｏ

（一　
∞
で
）　
　
（卜
　
一
　
）　
　
（Ｈ　
Ｏ
　
）

一ヾ
∞
　
　
　
　
　
Ｎ
０
０
　
　
　
　
　
∞
Ｏ
Ｏ
　
‐‐

（Ｏ
Ｎ
）
　
（「　
い
）

０マ
０
　
　
　
　
　
めで
０

（゙
　
め
　
）　　
　
　　
　
　
　　
　
　
（一
　
∽
　
）

め
ヽ
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
で
０

（卜　め
　）　
　
（卜　ヽ
　）

で
い
０
　
　
　
　
　
∞
め
０

（Ｏ
　
Ｏ
　
）　
　
（一
　
０
　
）

寸
で
一　
　
　
　
　
０
「０
　
１

（０
　
一
】
）　
　
（卜
　
∞
　
）

】
∞
ベ
ー
　
い
Φ
一
―

（ヽ
　
０
　
）　
　
（０
　
∞
　
）

へ
０
０
　
　
　
　
　
へ
０
「

（ヽ
　
Ｃ
　
）　
　
（Ｏ
　
Ю
　
）

∞
でｏ
ｌ
　
め
ヾ
一

（で
　
　̈
）　
　
（０
　
０
　
）

０
０
「
　
　
　
Ｎ
∞
Ｏ
Ｉ

（Ю
　
Ｏ
　
）　
　
（Ｎ
　
Ｏ
　
）

一
「ｏ
１
　
０
０
ｏ

（∞
　
Ｎ
　
）　
　
（め
　
０
　
）

】
】
【　
Ｉ
　
　
Φ
】ｏ

（一　
ヽ
　
）　
　
（０
　
「　
）

∞
０
０
　
　
　
　
　
卜
い
０
　
‐‐

（∞
∞
　
）
　
（一　
い
　
）

∞
∞
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ
め
０

（ト
　
ト
【）　
　
（「　
０
　
）

Ю
∞
「　
　
　
　
　
い
０
０

（い
　
Ｏ
　
）　
　
（卜
　
０
　
）

０
「Ｏ
　
　
　
　
　
ヽ
一〇

（一
　
一
　
）　　　（０
　
一
　
）

へ
ヾ
０
　
　
　
　
　
い
０
「　
‐‐

（０
　
で
ヽ
）　
　
（０
　゙
∞
）

で
０
で
　
　
　
　
　
ヽ
∞
∞

（】
０∞
）　
　
（０　
で
　
）

卜
「∞
　
　
　
「０
「
―

（
【　
一
０
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（で
　
め
「
）

∞
一０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
０
い

（∞
　
∞
　
）　
　
（０
　
卜
め
）

で
ヽ
一
　
１，　
　
Ｎ
「
ヾ

Ｏ
ｎ
め

ヽ
∞
い

一
ｍ
い

綱爪
ｄ口
０
０
Ю
【

洲

マ

誉

誉
駆
ミ
ー

■
，

ヽ
く

る
杓
書
収

０
３

　

桜

日

ｏ
い

ヾ
８

　

壼
味
“
殺

。
∞
め
　
　
櫻
せ
場
鞭

ｏ
ｏ
∝　
　
せ
や
融
黎

０
コ

　

Ｒ
　
　
興

卜
８

　

Ｒ

壌

粒

一
３

　

う
ヽ
国
淵

Ｎ∞
∞
　
　
刹
贅器
峰
』
一

ヽ
８

　

担
　
　
側

０
∞
ト
　
　
　
ロロ　
　
　
　

， 崚

０
３

　

欄
　
　
せ

０ご

　

Ⅸ
　
　
ヽ

（∝
　
Ｎ
　
）　　　（”
　
０
　
）　　　（∞
　
】　
）

∞
０
「　
１
　
０
め
０
　
１
　
卜
０
０

（０
　
０
　
）　　　（∞
　
０
　
）　
　
（】　
０
　
）　　　（Ю
　
∝
　
）

０
一
〇
　
　
　
０
一０　
１
　
〇
〇
〇
―
　
林当
「　
―

（卜
　
∞
　
）　
　
（一　
０
　
）　
　
（Ｎ　
Ｏ
　
）　
　
（０
　
∞
）̈

】∞
Ｏ
　
　
　
　
　
∞
０
０
　
　
　
　
　
〇
一０
　
　
　
　
　
ヽ
一Ｎ

（０
　
∞
　
）　　　（め
　
０
　
）　
　
（マ
　
Ｏ
　
）　　　（ヽ
　
「∞
）

∞
∞
０
　
　
　
　
　
”
】０
　
　
　
　
　
∞
卜
〇
　
‐‐　
　
「
【め

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

（絲
欧
）
ぶ
ぶ
区
黒
劇
６
“
“
椰
К
襲
回
曝
糾
駆
０
“
掏
マ
０
「
酬
熟
尾
わ
掏
醐
熙
曾
像
翌
書
興
　
択
せ
　
像
せ
　
０
「
蝋

（で
０
　
）

∝
わ
０
　
１

（一
一
）

ａ
∞
０
　
‐，

（め
　
０
　
）

い
０
０
　
１‐

（０
　
０
　
）

●
一
０
　
‐‐

（で
　
Ｏ
　
）

Ｎ
ヾ
Ｏ
　
ｌ，

（め
一
）

∞
め
Ｏ

（「
】
）

Ｎ
ヾ
０

（ヽ
　
い
　
）

ト
ト
Ｏ

（ヽ

卜
　
）

∞
】
「

（Ю
　
∞
　
）

ヽ
「
■
―

（０
　
０
　
）

ヾ
で
０
　
１

（∞
　
０
　
）

０
０
０

（卜
　
で
　
）

Ｎ
∞
「
　
‐‐

（一
０
）

０
い
０

（Φ
　
べ
「
）

０
ヽ
「

（０
　
０
　
）

∞
∞
０
　
１，

（∞
０
　
）

∞
ヾ
一
　
―

（卜　０
　）

Ｏ
∞
０

（
０
　
卜
　
）

∞
「
一

（
め
　
Ｏ
　
）

卜
一
０
　
１

（０
ヽ
「）

∞
，

Ｈ
（α
　
∞
　
）

０
∞
０

（一
【
）

０
∞
〇
　
―

（ヾ
　
】
）

０
へ０
１

（卜
　
∞
　
）

０「
一
　
１‐

●
２
一●
ｅ
■
●
ｏ
Ｏ

ち
●

壼

て

（
　
）

（狙
ｃ



大学生の体格体力の統計的分析
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子で 145Sの貢献度を示す持久走が女子では07
%と 極めて小さな値にとどまっている。 このよう

に貢献度の占める割合は予測変量の基準変量との

構造的連関の把握をある程度可能とするものであ

り,50m走 ハンドボール投げ 垂直とびの記録
の上昇はそれに相応した走巾とびの記録の上昇を

統計的に期待しうることであり,こ のことは走巾

とびの記録上昇のための具体的なひとつの方法の

統計的な提示であるとみられる。

その他の種目について重相関係数を教ると,反
復横とびは男子0382 女子0510と 男子が低く,

懸垂は男子0552 女子0324,持久走は男子0550

女子03mと 女子が男子に比して低い値を示して

おり,伏臥上体そらし 立位体前属 踏台昇降運

動は男女とも04を下廻る値にとどまっている

したがってこれらの重相関係数の値は体格 体力

11変量でみた場合あるいは体格 運動能力9変量

でみた場合に比してそれぞれ上昇しているわけで

あるが,ま だ予測の精度としての重相関係数値と

しては一般的にみて高い値であると言い得るには

至っていない このことは種日間の線型傾向で教

る限り,こ れらの種日に対する他の種日の影響力

は少なく,ま たそれだけ種日の独立性の高いこと

を示しているものといえよう 男女によって傾向

の異なる種目に注目してみると,特に踏台昇降運

動の重相関係数は男女とも低く男子 0344 女子

0250であるが,その貢献度は男子では持久走が

371%と 大きな害J合を占めてい るの に女子では

277%に とどまり大きな相違がなられる.そのは

か,反復横とびでは女子の体力種目の占める貢献

度が464%であるのに比して男子のそれの占める

割合は198%と 低いこと,懸垂は男子では持久走

の貢献度が 220%高いのに比して女子では14%
と低いこと,逆にハンドボール投げの貢献度が男

子では34%にすぎないのに女子では236%と 高
い値であること,さ らに持久走は男子では踏台昇

降運動の貢献度228% 懸垂の貢献度2119%と 高
いが女子ではこれが87% 10%と低く,そのか

わりに女子では反復横とび242% 50m走 192
%と 高いこと (男子ではこれが54% 58%と 低
い)な どがあげられる。これらのことは,男女によ

り重相関係数が異なることからその種目に対する

総合的な影響力が異なり, しかも重相関係数が低

いため男女を比較 してみても相対的なものに過ぎ

ないけれども,ある程度指摘され うるものと思 う

以上のことか ら,体格 体力 運動能力の重回

帰分析による多変量解析を通 してみると,そ こに

はそれまで体格や体力 運動能力個々の相関係数

ではそれはど高くない種 日間の関係であったもの

がかな り強い関係が存在していることの認められ

た種 目が多く,こ れによってそれぞれの種 目に関

与 している他のすべての種 日相互の連関をある程

度構造的に把握することが可能となり, したがっ

てこのことは体育指導という観点に立つとき体力

や運動能力を高める上で,ひ とつひとつの種 目に

対する他の種 日間の同時的関係の把握の上に立っ

た指導を具体的にすすめていく,効果的なポイン

トを示唆 しうるものであ り,見のがしてはならな

い統計的事実であるといえよう.

Ⅲ 要     約

これまでに明らかにし得たことを以下に要約す

る。

本研究において分析に使用 したデータは,昭和

47年度文部省調査による全国資料である大学生18

～20歳の「スポーツテス ト」のうち,全種 目 (16

種 日)にわたって測定値のそろっているものを対

象としたため,は じめに全種 目にわたって測定値

のそろっているデータとそ ぅでないデータとを群

別 して平均値の比較を行なった.その結果は測定

値のそろっている群の方がそ うでない群に比 して

握力 背筋力の筋力的な面で優っているはか,体
力 運動能力を全体的に教て特に女子においては

測定値のそろっている群の方がそうでない群より

も優る傾向を示 した。18 19 2Kl歳の年齢間の比

較を行なった結果は,年齢が上昇すると体格 (体

重 胸囲の面)ではよくな り,握力 背筋力は上

昇していくが,そのほかは全体的にみて男子では

年齢による平均値の変動は大きくはないが,女子

では男子とは異なって年齢が上昇すると平均値は

下降する傾向を示した。

次に,身長と体重とをそれぞれ 7段階区分を行

なって組み合わせた体格番地別に体力 運動能力

平均値を比較してみると,個々に身長段階別ある
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いは体重段階,1にみた平均値の比較のときには懸

垂のように体重の増すことがマイナスとなってい

た種日であっても体格番地別比較では身長段階に

よって体重が増すと上昇の傾向を示していること

がわかった また個々に身長および体重段階,収 こ

みたときの段階による平均値の傾斜に比して体格

番地FEnに みられる平均値の傾斜の方が大きいこと

がわかった.体格番地で同じ体つきとみなされる

番地同士を寄せて作成した体格類型

'■

こ体力 運

動能力平均値を比較してみると,男子では身長と

体重の相応した体格類型 7において最も高い値を

示し,これより類型の低い,細長型となるにした

がって平均値が下降し,ま た類型の高いズングリ

型に近づくにしたがっても大きく下降するという

山型を呈している。女子はこれに比して類型の低

いところでも下降を示さず横ばい傾向にあり,そ

れだけ男子に比して体重のつきの劣っているとこ

ろでも不利となっていないことがわかった この

ように,体格番地別体力・運動能力平均値には 1変

量での比較では認められなかったような傾斜の存

在する事実や体格番地により平均値に大きな高低

の存在する事実, したがって体格類型別体力 運

動能力の体つきからくる,一定の傾向をもった有

、利,不利の存在,すなわち男子では身長と体重の

相応した体格類型 7が最も有利であり女子では類

型 4～ 6辺が有利であるという事実が統計的に明

らかとなった以上,こ れらの事実は体力や運動能

力を論ずるさいに特に体育指導 評価の上で重要

な問題であると考える。

次に,体格体力 運動 能力の重回帰分析による

多変量解析を行なって種目間の関係をみると,体

格 4変量からみた体力 運動能力の重回帰方程式

では重相関係数は有意ではあるが体格 1変量によ

る回帰方程式に比して予測という視点からすれば

それはど精度の上昇は得られなかった。 しかし,

体格 体力 運動能力相互の間にはそれぞれ 1つ

の変量に対して他のすべての変量を予測変量とし

た重回帰方程式によってみると,それまで個々の

間にみられた以上の高い相関関係がそれぞれ存在

していることがわかり,体力・運動能力12種 目のう

ち重相関係数 5.0に 達した種目は走巾とびをはじ

めとして男子では8種 目・女子では7種日であっ

た。さ らにその回帰係数を手がか りとして体格

体力 運動能力相互の連関をある程度構造的に把

握す ることができた。 このことはまた体力や運動

能力を高め るための具体的な方法の手がか りを提

供 しうるものとして体育指導上不可欠な統計的事

実であると考え られ る

注

1)こ の調査の結果は,文部省体育局「昭和 47年度体

力運動能力調査報吉書」(19733)と してまとめら

れている。この調査の標本抽出は,大 学生 につい

ては「国立大学の男女学生 (18920歳)か ら在籍

学生数に応して各大学の標 本 数を決め」(2頁 ),

対象人員は75大学から合計で各年齢 男女別2,KXXl

人 (総計12,∞0)人である。回収数の合計は9,536

人で, 795%である」(99頁 )。 しかし本研究では

このうち,回収数がその大学の対象人員の1/2に満
たなかった大学の分は除外し,ま た回収数がその

大学の対象人員を越えた大学につ い てはその越し

た分だけ無作為抽出を行なって除外した。
2)本研究で用いた資料は東京大学水野 忠文教授から

お借りしたものである。
3)水野忠文「青少年体力標準表」 (東京大学出版会,

92頁以下,1968)。 ここでは中学 3年生男女 (1959

年文部資料)について, 5× 5の体格 番地別およ

び 7個の体格類型房1に50m走■00m走 垂直とび

立中とび ソフトボール投げ,懸垂 の 6種日につ

いて比較している。

4)青山昌二ほか「東京大学新入生 の体格顔型別にみ

た基礎的運動能力の分析」 (「体育学:紀 要第 6号 ,

東京大学教養学部体育研究室,1972)
5)平均値 標準偏差を用いてこのように段階区分を

行なう場合,正規分布確率密度 表 によってこの各

段階の人数分布 (%)を求めしみると,

段階   1  2  3  4  5  6 7
人数(%)47811∞ 2109260321091109478

の割合で分布することになる。

6)身長段階と体重段階とを組み合わせ て体 力 運動

能力平均値を比較しているものは前掲 の水野忠文

「青少年能力標準表」 (第 9章 第 3節)の はかに,

,松島茂善編「国民体力の現状一―最近か年の文

部省調査による一―」 (第 1法規,第 3章,1970)

がある。ここでは身長および体重をそ れぞれ大中

小の 3段階に区分して組み合わせ,3× 3の体格の

位置による比較を行なっている。比 較の対象は大

学生については19歳で,ス ポーツテ ス トの運動能

カテスト合計点と体カテスト合計点につ ヽヽて比較

しており,男子では両合計点と も平均値で身長大

体重大の位置が最も高く,身長中 体重小の位置

が最も低い値を示している。しか しこの分類は身

長および体重の中の段階が平均値 を中央にして巾

が 2標準偏差 (約68%の ものがこの段階に入る)も

あるため組み合わせると人数が中側 に集中しすぎ



る傾向がみえる。
このはかにも,文部省「青少年 の健康と体力」

(昭和41年度)」 (29頁 )で身長 体重を組み合わせ
て体格の差異による体力のちがいを述べている(資

料lt上と共通のもの)。

水野忠文前掲書 (99頁 )

この書では中学 3年生男女につ い て 9個の体格
類型別に運動能力 6種 目 (注 1))につ いて平均値
を比較しているが,そ の結果は,男子は身長に比し
て体重の 1段階優る類型 (こ こでは類型6),女子は

体重の方が 1段階劣る類型 (こ こでは 類型 4)力 :

優っていると述べている。したがってこの書と本

研究の結果とを比較して男子においては身長に比
して体重の段階優っている方がよいか それとも身

長と体重の和応する類型の方がょぃか という問題
を残しているが,こ こには,①体格類型構成基準の

相違,② 運動能力種日の相違,③ 年齢段階による

相違,すなわち発育期にあって細め の体つきの多
い中学 3年生の類型 6と 本研究で対象とす る大学
生の相応型との間0座標上の関連等の問題があり

体つきと体力運動能力を考える上 で興味ある問題
であると思う。

本研究はA群の 18～20歳をコミにしたものである
が,年齢別 AB群別にみるとその 相 関係数は次
のとおりである。

水野忠文 前掲書 (37ペ ージ)

青山昌二ほか 前掲論文 (43ペ ージ)

芝格順「行動科学における相関分析法(東京大学出
版会,1967)

青山昌二 横山泰行「体育学研究 の ための数理統
計の知識――付コンピュータのプログラム」 (大修
館「現代体育学研究法」に所収,1972)
標準偏回帰係数 (β′)か ら各変量の分数の大きさを
も考慮した偏回帰係数 (り)に変換するには,

ι′=β′ σ′″´定数項 C=y_Σa/XJ
y=み :xI+ゎ2y2… …+みπ

`れ

十Cとすればよい。
WILLIAM w CooLFY&PAUL R LOHNES:
Multivariate Prtlcedures for the Behavioral

Sciences,John wiley&SOlls,p 34 1962

重相関係数の有意性の検定は分散分析により

F   =

本研究においてはこのように基準変量 との相関係
数の有意でないものまで予測変量と して重回帰方
程式を算出して比較を試みたが,予測 変量の選択
順位と選択の個数に注目したものに

渡辺慶寿 青山昌二ほか「ハンドボー ル選手の

体力 技術の相関分析」 (日 本体育学会第22回大

会号,1971 p343)
がある。ここでは第 1 第 2 第 3… … の予測変
量を第 1次 第 2次 第 3次……の 偏相関により

選択していき,偏相関係数の有意で な くなるとこ

ろまでに予測変量の個数を制限した

年齢
男子((A全菅)群

女子((A全菅)群

18      19      22

564     519     572
563     499     566

506     471     409
513     483     501


